
第３章　安全で豊かに暮らせる環境づくり

施　　　　　策
（小　　項　　目）

個　別　の　内　容 担当部局
該当事業
の有無

進捗率 次期に向けた取組
完了
年度

１次改革マ
ニフェスト

・地域防災・水防計画の内容の一層の充実 総務部 有 100% 完了・終了 22

・総合的な防災体制の確立 総務部 有 25% 重点化

・自主防災組織、自衛消防隊の育成・強化 総務部 有 50% 重点化

・自主的な訓練を推進 総務部 有 100% 完了・終了 22

・総合防災訓練の実施 総務部 有 50% 取組の見直し

・隣保共助体制の育成 総務部 有 100% 完了・終了 22

・老人福祉施設等の防災対策訓練の充実強化 総務部 有 50% 継続

・防災ボランティア活動を推進 総務部 無 取組の見直し

・急傾斜地崩壊、崖崩れなど危険区域の調査、改善 総務部 無 取組の見直し

・開発許可や建築確認における防災指導、危険物施設および防火対象物の立入検査、防火査察を強化 消防 有 25% 継続

・都市計画道路の整備や密集市街地における狭あい道路の拡幅などにより延焼防止や、避難路の確保に努
める

都市開発部 有 25% 取組の見直し

・避難場所となる公園緑地等のオープンスペースの確保 都市開発部 有 50% 継続

・地域の防災施設として、学校施設整備の充実 教育委員会 有 25% 重点化

・避難場所として標識等の整備 総務部 有 50% 継続

・密集市街地等における避難場所については、誰でもが判るよう平常時から啓発活動を行う 総務部 有 50% 継続

・公共施設の耐震化等、防災性の向上に努める 総務部 有 25% 重点化

・防災情報システムの整備 総務部 無 取組の見直し

・通信手段の複数化など、情報収集・伝達網の整備 総務部 有 100% 完了・終了 17 24

・初動時の体制強化 総務部 有 50% 継続

４．避難誘導体制の検討 ・避難システムなど避難誘導体制の検討 総務部 有 50% 継続

５．防災意識の高揚を図る
　ための啓発事業の実施

・各種防災パンフレットの配布や、地域の防災訓練等の開催を通じて、日頃から市民の防災意識や防災行動
力の向上

総務部 有 50% 継続

・本部（署）庁舎を増強 消防 無 取組の見直し

・防災センター機能の充実 消防 無 取組の見直し

・はしご車、ポンプ車など消防車両の整備充実 消防 有 50% 継続

・飲料水兼用耐震性貯水槽、防火水槽、消火栓等の消防水利施設の充実 消防 無 取組の見直し

１．地域防災力の強化・育成

節
施　策

（中項目）

1.防災体制の整備充実

1.災害に強い
　安心のまち
　づくり

2.消防・救急体制の整備
　充実

２．地域防災施設の整備充実

３．通信体制の整備充実

１．消防施設、設備等の効率
　的な整備

前期（第４次）総合計画の進捗確認シート

3 環境づくり施策 1／6



施　　　　　策
（小　　項　　目）

個　別　の　内　容 担当部局
該当事業
の有無

進捗率 次期に向けた取組
完了
年度

１次改革マ
ニフェスト

節
施　策

（中項目）

２．消防団組織の充実 ・自主防災組織や事業所等の自衛消防隊との連携を進め、地域防災力の充実 消防 有 50% 継続

・高規格救急車等救急諸機材の整備 消防 有 50% 継続

・救急隊員の技術習得・専任化 消防 有 50% 継続

・救急救命士の養成 消防 有 75% 継続

・医療機関との連携 消防 有 75% 継続

・迅速、的確な救急、救助体制を確立 消防 有 75% 継続

・救急講習会の積極的開催による市民救命士の普及を図り、救急隊到着までの空白時間の解消 消防 有 75% 継続

・治山施設の整備 地域振興部 無 取組の見直し

・森林の造成 地域振興部 無 取組の見直し

・保安林区域の適正な見直し 地域振興部 無 取組の見直し

・南部の山林を中心に適正な開発規制 都市開発部 有 25% 継続

・広葉樹を主体とした緑豊かな自然環境の保全と創出 地域振興部 有 75% 継続

・北部の山林を中心に病害虫の防除 地域振興部 無 取組の見直し

・防火ベルトの施工など山林管理を推進 地域振興部 無 取組の見直し

・自然環境の保全 地域振興部 無 取組の見直し

３．保健機能の活用
・山林の持つ心身の健康増進機能と、法華山一乗寺などの名所旧跡の風致を保護する役割を高め、活用す
るための施設整備

地域振興部 無 取組の見直し

１．調節池の設置と活用 ・後開発等に伴う調整池の多目的利用を推進 地域振興部 無 取組の見直し

手前川、千歳川の整備 都市開発部 有 100% 完了・終了 20

・河川改修にあたっては、治山事業、ほ場整備、雨水管等下水道整備などと連携 都市開発部 有 100% 完了・終了 20

・治水機能の拡充とともに自然環境に配慮した河川づくりに努め、水辺に住む動植物との共生空間の創出 都市開発部 無 取組の見直し

３．河川管理の推進 ・河床浚渫等の河川管理 都市開発部 有 25% 継続

４．ため池機能の保全 ・老朽化したため池の整備 地域振興部 有 25% 継続

１．地域安全活動の推進 ・交番・駐在所と連携して、住民との一体的な地域安全活動を推進 総務部 有 50% 取組の見直し

・暴力団事務所の建設阻止・反対運動の推進 総務部 有 100% 完了・終了 22

・暴力団追放に関する啓発・宣伝活動 総務部 有 50% 継続

・市民ぐるみで暴力団追放を実施 総務部 有 100% 完了・終了 22

３．防犯活動 ・暴力および迷惑行為の追放 総務部 有 50% 継続

1.災害に強い
　安心のまち
　づくり

２．犯罪交通
　事故等のな
　い安全で明
　るいまちづ
　くり

2.消防・救急体制の整備
　充実

１．地域安全体制の充実

3.治山

4.治水

３．救急救命体制の整備

１．保安林の整備・充実

２．山林の開発規制と指導

２．河川改修の推進

２．暴力の追放
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施　　　　　策
（小　　項　　目）

個　別　の　内　容 担当部局
該当事業
の有無

進捗率 次期に向けた取組
完了
年度

１次改革マ
ニフェスト

節
施　策

（中項目）

・防犯広報 総務部 有 75% 継続

・防犯診断 総務部 無 取組の見直し

・暴走族追放対策としての警察への通報 総務部 無 取組の見直し

・予防指導 総務部 無 取組の見直し

・青少年の非行防止 教育委員会 有 100% 完了・終了 22

・有害環境の排除 総務部 無 取組の見直し

・防犯灯の新設・修繕等維持管理 総務部 有 75% 継続

・幹線道路、交通事故が多発している道路、通学・通園路などに歩道、信号機などの交通安全施設を設置 総務部 有 75% 継続

・街路灯の設置を順次進める 総務部 有 100% 完了・終了 22

・歩道の整備にあたっては、点字ブロックなど、身体障害者にも配慮 都市開発部 有 25% 継続

・交通安全教育の推進 総務部 有 100% 完了・終了 22

・交通安全映画の活用 総務部 有 50% 継続

・交通安全広報の充実 総務部 有 75% 継続

・シルバー交通安全クラブの充実 総務部 有 75% 継続

・市民の交通安全意識の高揚 総務部 有 75% 継続

・春・夏・秋・年末の交通安全運動を展開 総務部 有 100% 完了・終了 22

１．相談業務の充実 ・相談・処理体制を充実 総務部 有 100% 完了・終了 22

・消費者団体の組織的な活動を推進 総務部 有 100% 完了・終了 22

・モニター制度による情報収集 総務部 有 75% 継続

・市民への情報提供の充実 総務部 有 50% 継続

・地球環境問題や地球環境の保全に関する啓発活動および広報活動、情報提供 生活環境部 有 50% 重点化

・地球温暖化防止活動推進センター、地球温暖化防止活動推進員と連携協力 生活環境部 有 25% 取組の見直し

・地球温暖化に対する理解の促進 生活環境部 有 50% 重点化

・温室効果ガスの排出抑制 生活環境部 有 75% 重点化

・省エネルギーや循環型社会の構築 生活環境部 有 50% 重点化

・環境教育・環境学習を強力に推進 生活環境部 有 50% 取組の見直し

１．生き物を共生するまち
　づくりの推進

・ビオトープの保全・創出 生活環境部 無 取組の見直し

２．交通安全活動の充実

３．消費者支援体制の充実

１．地域安全体制の充実

２．犯罪交通
　事故等のな
　い安全で明
　るいまちづ
　くり

２．自然環境の保全と活用

１．地球環境への貢献
３．環境共生
　社会の実現

３．防犯活動

１．交通安全施設の整備

２．交通安全教育の充実

２．消費者団体の育成

１．地球環境保全の普及啓発
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施　　　　　策
（小　　項　　目）

個　別　の　内　容 担当部局
該当事業
の有無

進捗率 次期に向けた取組
完了
年度

１次改革マ
ニフェスト

節
施　策

（中項目）

・森林ボランティアを育成 生活環境部 有 25% 重点化

・人と森が共生できる里山林とする再生プロジェクトを推進 生活環境部 有 25% 重点化

・自然の保護や利用を目的としたボランティアや団体の相互の交流、情報交換を支援し、活動内容の充実 生活環境部 有 50% 取組の見直し

・企業の社会貢献事業の一環として行われている自然環境の保全や復元、自然保護団体等への支援などの
取り組みを促進

生活環境部 有 50% 取組の見直し

・森林内での開発については、林地開発制度を通じ適切な指導 地域振興部 無 取組の見直し

・保全すべき重要な森林は、その保護および再生 地域振興部 無 取組の見直し

・地域の特性を生かした森林公園などを整備 地域振興部 有 75% 継続

・市民参加による植栽 地域振興部 有 75% 継続

・緑化の推進と自然を大切にする意識の高揚 地域振興部 無 取組の見直し

・大気汚染防止について、工場・事業場における使用燃料や、大気汚染物質の排出実態を把握するため、立
入調査を行うとともに大規模発生源については排出量の管理を行う

生活環境部 有 50% 継続

・大規模発生源については排出量の管理を行うなど、規制基準の遵守状況等の監視・指導を行うことにより、
公害の未然防止に努める

生活環境部 有 50% 継続

・有害化学物質について、工場・事業場における使用状況、排出抑制対策などの実態調査を実施 生活環境部 有 25% 継続

・適宜情報の提供、排出抑制について指導等を行う 生活環境部 有 25% 継続

・水質汚濁防止対策について、工場・事業場の立入調査を行う 生活環境部 有 75% 継続

・排水基準の適合状況の監視および排水処理施設の維持管理等の徹底を指導 生活環境部 有 75% 継続

・工場、事業所、畜産農家などの公害状況を的確に把握し、施設の改善、更新などの指導 生活環境部 有 75% 継続

・地球環境保全資金の融資利用について指導を行い、施設の円滑な運営に協力 生活環境部 有 75% 継続

・有害大気汚染物質について、定期的に環境モニタリング 生活環境部 有 75% 継続

・環境騒音の実態把握を行うため、調査を実施 生活環境部 無 取組の見直し

・河川等の公共用水域のＢＯＤおよびＣＯＤ等の環境基準の達成状況を把握するため、水質調査を実施 生活環境部 有 75% 継続

・動植物生態調査等の環境調査 生活環境部 有 75% 継続

・里山を中心とする自然の監視 生活環境部 有 25% 継続

・主要道路のバイパス建設 都市開発部 有 0% 取組の見直し

・中国自動車道の透明板を含めた遮音壁の設置 経営戦略室 有 0% 継続

・低公害車（ハイブリッドカー・電気自動車等）の導入を促進 経営戦略室 有 0% 継続

４．生活排水対策の推進 ・公共下水道、農業集落排水処理施設、合併処理浄化槽等の各事業を推進 生活環境部 有 100% 完了・終了 21

５．河川・ため池の美化運動
　の推進

・堤防の草木の伐採や安全点検など「河川とため池を美しくする運動」を市民参加のもとにくりひろげる 都市開発部 有 100% 完了・終了 22

３．快適な生活環境の実現

２．自然環境の保全と活用

３．環境共生
　社会の実現

２．環境の監視

３．自動車公害対策の充実

２．里山再生プロジェクトの
　推進

３．企業や団体等の自然保護
　および利用にかかる活動
　の促進

４．森林の保全

５．森林の活用と緑化の推進

１．公害発生源の監視・
　指導・対策

3 環境づくり施策 4／6



施　　　　　策
（小　　項　　目）

個　別　の　内　容 担当部局
該当事業
の有無

進捗率 次期に向けた取組
完了
年度

１次改革マ
ニフェスト

節
施　策

（中項目）

６．花咲く街かどづくりの奨励
・市民や企業等の協力により、公園・道路などに設置された花壇に、花苗の購入から管理までボランティアで
行うパートナー花壇や、道路に面した民有地内での花づくり運動を奨励

都市開発部 有 25% 継続

・フラワーバンク制度を創設 都市開発部 無 取組の見直し

・花の情報を必要とする人に広く情報発信 都市開発部 無 取組の見直し

・花咲くまちづくりコンクールを実施 都市開発部 有 100% 完了・終了 20

・親水公園や自然遊歩道などを整備 都市開発部 無 取組の見直し

・生活空間（景観）の創出 都市開発部 有 25% 継続

・これらの遺産をまちづくりに生かした歴史的、文化的環境の創造 都市開発部 有 75% 継続

・斎場として適正な運営管理 生活環境部 有 75% 継続

・設備機能の維持管理 生活環境部 有 75% 継続

・自然環境とマッチした公園墓地の整備 生活環境部 有 75% 継続

・事業者に対しては、公害防止協定などの締結を促進 生活環境部 有 75% 継続

・発生源における公害の未然防止と自主管理体制の強化 生活環境部 有 50% 継続

・環境教育・環境学習の裾野の拡大、多様な学習機会・場の継続的・段階的な提供 生活環境部 有 50% 取組の見直し

・実践活動の輪を広げるための人的あるいは情報に関する基盤形成を図る 生活環境部 有 50% 取組の見直し

・公害に関する情報の提供 生活環境部 有 50% 継続

・市民自らが住み良い環境づくりを目指すよう、意識の高揚を図る 生活環境部 有 50% 継続

２．家庭、地域社会等との連携 ・家庭、地域社会、企業、学校などの相互の連携 生活環境部 有 50% 取組の見直し

・省エネルギー、環境保護のため太陽光エネルギー等クリーンエネルギーの普及 生活環境部 有 25% 重点化

・新たな市の公共施設については、クリーンエネルギー装置の導入を検討 生活環境部 有 25% 重点化

２．省資源・省エネルギーの
　検討

・家庭、学校、企業、行政などのあらゆる分野において、省資源・省エネルギーを推進するため、啓発活動等を
検討

生活環境部 有 25% 継続

・加西市クリーンセンターおよびリサイクルセンターの運営については、適正な処理、施設の効率的な維持管
理および延命化を図る

生活環境部 有 50% 継続

・長期的には広域的な処理施設で処理 生活環境部 有 25% 継続

・ごみの発生抑制とごみの分別をさらに進める 生活環境部 有 75% 継続

・再利用・再使用（リサイクル）を基本に再資源化を図る 生活環境部 有 50% 継続

・リサイクル諸法への取り組み、資源物集団回収（美バースディー）の奨励など再資源化を図る 生活環境部 有 75% 継続

・生ごみ処理機器の普及促進 生活環境部 有 50% 継続

・収集の一部有料化を推進 生活環境部 有 100% 完了・終了 20 68

４．循環型
　社会の実現

１．資源・エネルギーの
　有効利用

２．循環型社会の構築

３．環境共生
　社会の実現

３．快適な生活環境の実現

４．環境教育・環境学習の
　推進

１．ごみ処理施設の運営

２．ごみ対策の推進

１．多様な学習機会の提供

１．未利用エネルギーの活用

７．フラワーバンク制度の創設

８．快適環境の創造

９．公園墓地・斎場の整備

１０．事業者の自主管理体制
　の強化

3 環境づくり施策 5／6



施　　　　　策
（小　　項　　目）

個　別　の　内　容 担当部局
該当事業
の有無

進捗率 次期に向けた取組
完了
年度

１次改革マ
ニフェスト

節
施　策

（中項目）

２．ごみ対策の推進 ・野焼き防止の啓蒙活動などを通して、ダイオキシン類発生の抑制 生活環境部 有 75% 継続 67

・兵庫県と連携して事業者責任を明確にし、事業者への指導を強化 生活環境部 有 100% 完了・終了 20

・意識啓発 生活環境部 有 100% 完了・終了 20

・埋め立て処分については、ごみ減量化、再資源化の推進など処分地の延命化対策を進める 生活環境部 有 75% 継続

・大阪湾広域最終処分場計画にも参画し、広域的な共同体制のもとに処理を推進 生活環境部 有 50% 継続

・容器包装の簡素化、ごみ減量化、リサイクルなど普及・実践啓発活動を展開 生活環境部 有 75% 継続

・事業者、住民等の各種団体との協力体制を強化 生活環境部 有 50% 継続

６．生活排水処理施設の拡充
・公共下水道、農業集落排水、コミュニティプラントの整備状況、家庭用小型合併処理浄化槽の普及状況など
に配慮しながら処理施設の拡充

生活環境部 有 100% 完了・終了 21

７．し尿収集処理体制の整備 ・下水道未整備地域については、一層効率的な収集処理体制の整備 生活環境部 有 50% 継続

・地域単位のリサイクル活動やごみを外に出さない社会（ゼロ・エミッション）に向けた総合的な取り組みを推進 生活環境部 有 50% 継続

・家庭花づくり運動を支援 生活環境部 有 25% 継続

・生ごみの堆肥化などを推進 生活環境部 有 25% 継続

有　：　118

無　：　27

項目数：145

４．循環型
　社会の実現

60% 重点項目数：12合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

２．循環型社会の構築

８．ゼロ・エミッションへの
　取り組み

３．産業廃棄物対策の推進

４．広域的なごみ処理体制の
　確立

５．普及・啓発活動の充実
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